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【動機】

卵は親鳥が誤って蹴ってしまった時に、卵が戻ってくるということを聞いたことがあり、気にな
っていたので調べてみたいと思ったため。

【方法】

・「モーションショット」というアプリで、連続写真を撮り、卵が戻ってくるのかを調べるため
。 ・卵の転がり方に影響を与える可能性がある、卵の大きさ、質量、形状、卵の中身の構造など
に着目して、条件を変えて実験を行った。

【結果】

①卵の品種による差はない。②卵の質量ついては、戻ってくることに差はない。③卵の形状は、
楕円率が高いものほど戻ってくる確率が高い。④卵の中身の影響は、中身がドロドロしているも
のだと転がりにくく、粘土のようなものだと転がりやすい。

【まとめ】

楕円形の比率や中身によって、転がり方、戻ってくるかどうかの結果が異なること、また同じ種
類の卵の場合、楕円形の比率が大きいものほど、近くにも戻ってくることが分かった。

【展望】

この研究から、車がブレーキをかけた時に止まりやすくしたり、曲がりやすくしたり、事故防止
に役立てることができると考える。また、エネルギーをあまり使わなくても使うことができる自
動車の開発に活用したい。
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